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NY マーケットレポート（2018 年 7 月 20 日） 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、トランプ大統領がツイッターで「中国と欧州は為替操作をしてきた、金利も低くしている」と

批判したことを受けて、ドルが主要通貨に対して下落した。また、トランプ米大統領が米 FRB の利上げに不

満を述べたのとの一部報道も加わり、ドルは下げを拡大した。その後、ブラード・セントルイス連銀総裁が、

トランプ氏の発言が FOMC の金利決定に影響することはないとの見解を示したことからやや底固い動きも見

られた。しかし、「日銀が利回り目標の柔軟化を検討する可能性も」との報道を受けて、ドル円・クロス円は

軟調な動きとなった。 

 

 

要人発言 

トランプ米大統領 

・中国や EU、自国通貨を操作してきた 

・より強いドルは米国の競争優位を取り上げる 

・引き締めはこれまでの努力すべてを損なう 

・中国や EU などは自国の通貨と金利を低い水準に操作してきた 

・いつものことだが、公平な状況にない 

・米国は好調だからと罰せられるべきではない 

・現在の引き締めはこれまでの努力全てを損なう。違法な為替操作やひどい貿易の取り決めによって失った

ものを取り戻すことを米国は認められるべきだ 

 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

・トランプ氏の発言、FOMCの金利決定に影響しない 

・米金融政策について語る政治家は多い。大統領も発言を避ける必要はない 

・米金融当局の独立性への脅威は、トランプ米大統領の発言よりもどちらかと言えば、当局の構造を変える

ことにつながる法案を通じてもたらされる 

・トランプ氏のスタイルを踏まえると、金融政策や他の政策に関して意見を持っていても意外ではない 

・FOMCは可能な限り最善の判断を示す方針であり、大統領の発言に影響されることはない 

・トランプ氏の発言に何らかの方法で影響されるとは考えにくい 
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・FOMCには責務がある。インフレを低位安定で維持し、最大限の雇用を確保しなければならない。これは法

律で定められている。これを巡ってはさまざまな意見がある 

・米金融政策に関しては誰もが意見を持っている。われわれはそれに非常に慣れている 

・大統領は指名プロセスを通じて米金融当局に自らの足跡を残した。私は FOMCの判断に任せるという大統領

の言葉を信用する 

 

ダウ平均株価は小幅続落 

米株式市場は、トランプ米大統領が米テレビで、5000億ドル分の中国製品に報復関税をかける意向を表明し

たことから、米中貿易摩擦への懸念が強まり、主要株価は小幅続落となった。ダウ平均株価は、序盤一時 59

ドル高まで上昇したものの、終盤にマイナス圏に落ち込み小幅続落となった。 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILMが作成 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


